
魅知国定席花座ご協賛のお願い
み ち の く じ ょ う せ き

2018年4月1日に開業、2023年4月1日から第６期目を迎えます

2018年度撮影



「東北に大衆芸能を広めたい」また「東北に芸能を根付かせたい」という思いから、

平成22年より魅知国（みちのく）仙台寄席を毎月開催し、現在では東北各県に関心の広がりをみせています。

仙台寄席の中心となった「落語」は、日本独自の大衆文化であり、話し言葉を用いて、お客様に想像のストーリーを

楽しんでいただくものです。有名な演目（ストーリー）は、語り手によって様々なアレンジがあり、

１つの作品を何度も楽しめる特徴があるほか、地域によって愛されるストーリーも様々です。

将来的には、東北独自の演目（ストーリー）を通じ、東北の地・人をよく表し、東北の魅力を伝える役割も担って参り

たいと考えております。落語のほか、講談や津軽三味線をはじめ様々な形式・演目を企画し、東北演芸の聖地となるべく

花座を運営して参ります。

設立趣旨

設立宣言

「東北演芸の振興」を通じ、

笑顔溢れる明るい社会 作りに貢献して参ります

魅知国定席 花座（みちのくじょうせき はなざ）
席亭 白津守康
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このような時だからこそ「地域の明るくし、活力ある機運醸成」のため

芸能・文化の振興にご協力いただきたく切にお願い申し上げます。



ご挨拶
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拝啓

厳冬の候皆々様に置かれましては益々ご隆昌のこととお喜び申し上げます。

私ども落語芸術協会定席仙台花座は、本年4月で早6年目を迎えます。

今年も落語芸術協会メンバー、他団体の芸人、仙台芸人など多数花座で
公演いたします。

もちろん私も出演いたします！

コロナはまだ落ち着きませんが、私共は歩みを止める事なく進んで参ります、
是非足をお運びくださいませ。

寄席ではお客様が楽しめる多くの形式美があります。お客様をお迎えする
一番太鼓、お客様をお送りする追い出し太鼓。
また噺家が高座に上がる時は出囃子という、噺家独自のテーマソング、
それを生演奏のお三味線と太鼓で演奏いたします。

また前座さんも一生懸命気働きをして寄席を運営します。
そんな伝統も感じていただけますと、嬉しい限りです。
仙台花座が皆さまの益々のお引き立てを頂けますよう、ご協賛を含め、
伏してお願い申し上げます。

敬具

令和5年1月

公益社団法人落語芸術協会会長 春風亭昇太



事業概要
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永世名誉館長 桂歌丸

■名称 魅知国定席 花座（みちのくじょうせき はなざ）

■所在地 仙台市青葉区一番町4丁目4-23 （2018年4月1日運営開始）

■事業内容 ２階／演芸スペース（飲食可）１階／チケット 飲食販売（感染状況を踏まえ適切な対応を行っております）

貸席 小学校中学校学習体験（修学旅行） 観光とのタイアップ

■収容人数 １回あたり約40席 （１日2回～3回公演） 年間来場者数 平常時月間1400名 コロナ禍月間500名程度

一番町通行者数（1日あたり 平日約21,158人、日曜約23,979人程度 2020年10月商工会議所調べ）

■営業時間 10：00～21：00頃（午前の部11：00 午後の部14：00 夜の部18：30 ※夜席は休演の場合もございます）

■営業内容 ①定席寄席 毎月1日～5日、及び 26日～30日の10日間は落語芸術協会が企画・運営

通常料金2,000円（税込） 65歳以上1,500円（税込）

※特別ゲストを招く特別講演の場合は、料金が異なる場合がございます。

②上記以外の日程は、㈱ＢＢＩ（花座）が企画・運営

定番演芸会

他協会落語家公演（落語協会、上方落語協会、立川流、円楽一門会）

東北弁落語六華亭遊花、津軽三味線小田島旺響 和太鼓RAUMI

漫才（芸人・漫才協会、東京漫才事務所連携）

マジック 講談 漫談 ボーイズ 音曲 紙切り 太神楽曲芸 浪曲

※貸席：HPに詳細を掲載

■後援 宮城県、仙台市、河北新報社

■助成 文化庁文化芸術振興費補助金（舞台芸術創造活動活性化事業）



館内の様子
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2010年 魅知国仙台寄席をスタート

2011年 落語芸術協会仙台事務所開設

2012年 日本芸能実演家団体協議会東北事務所開設

文化庁事業学校訪問（年間60ヶ所）

2014年より 魅知国山形寄席（これまで全10回）

2016年より 魅知国相馬寄席（これまで全4回）魅知国東京寄席（これまで全4回）

魅知国花巻寄席（これまで全4回）

2017年より 魅知国八戸寄席（7月・12月）魅知国盛岡寄席（12月）

2018年3月 花座開場記念として、歌丸師匠、鶴光師匠が来仙（電力ホール）
2018年 ４月１日「花座」 オープン

2019年 4月1日 第二期スタート

2020年 4月1日 第三期スタート

2021年 4月1日 第四期スタート

2022年 4月1日 第五期スタート

2023年 4月1日 第六期スタート

花座のこれまで
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コロナ禍での花座の取り組み

6

に花座チャンネルを開設したほかオンラインショップもOPEN！
コロナ禍でも地域を笑顔にする取り組みは進化しています！

笑点の新メンバーとなった桂宮治さんも登場！

大御所ゲストも続々出演！もちろんこの方も…

ミエルラジオでは、青葉まつり応援企画も配信！

花座席亭と歩く！落語「ねずみ」はここが舞台？



花座 所在地

〒980-0811 宮城県仙台市青葉区一番町4丁目4-23
TEL022-796-0873 FAX022-263-7907 電話受付時間 10:00～17:00
地下鉄南北線 勾当台公園駅 南2・南3出口より徒歩約1分
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社名掲出の仕様
形式：提灯（ちょうちん）への名称表記
費用：掲出料金 ／ 1年あたり25万円（消費税別）
掲出位置：指定不可
（撤去が必要になった場合の費用・維持管理費は上記料金に含まれております）

正面イメージ 側面イメージ
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提灯イメージ

LEDによる照明を内蔵した提灯型サイン。伸縮するプラスチック製。
営業時間中の点灯となります。

高さ48ｃｍ

直径25ｃｍ

印刷面
タテ38ｃｍ

印刷面 ヨコ14cm
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ご協賛特典 ご協賛社向け特別公演

新型コロナウイルスの感染状況を踏まえ、皆様が安心してご来場いただける状況が整い次第、
ご協賛社向けの特別講演会実施について準備して参ります。

詳細が確定いたしましたら花座よりご案内させて頂きます。
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「提灯特別公演ご招待」

【開催日】2023年11月7日㈫ 18：30～

【出演】 三遊亭遊雀（江戸落語）
六華亭遊花（東北弁落語）
ねづっち （なぞかけ漫談）

【場所】 仙台市シルバーセンター
【枚数】 2枚程度

地域文化貢献

「小学生無料ご招待＆体験見学会」

本年近隣小学校の児童さんに対し、花座での寄席鑑賞企画の実施を予定しております。
《実施予定学校 東二番丁小学校 立町小学校ほか》



「花座」法人協賛事務局／河北アドセンター 担当 伊藤 お申込〆切：2023年3月17日

FAX022-227-6660 お問い合わせ先／電話022-227-6641

お申し込み団体・企業名 様

ご担当者様部署名 ご担当者様氏名 様

ご連絡先（電話番号） ．

メールアドレス ．

申込書 下記までFAXでお申し込みをお願い致します
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◆請求書発行日 原則として、2023年4月1日実施案件として2023年4月末日に請求書を
発送させて頂きます。
変更が必要な場合は、大変お手数ですが事務局までお申し付け下さい。


	スライド 1: 魅知国定席花座ご協賛のお願い
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12

